
　

可
児
市
は
、
岐
阜
県
の
南
端
に
位
置
し
、
愛

知
県
犬
山
市
と
境
を
接
す
る
、
面
積
約
88
㎢
、

人
口
10
万
１
６
１
７
人
（
平
成
29
年
11
月
１
日
現

在
、
住
民
基
本
台
帳
数
値
）
の
市
で
す
。
よ
く
、

カ
ジ
シ
と
誤
読
さ
れ
ま
す
が
、
児
童
の
児
で
は

な
く
、
小
児
科
の
児
で
す
。 

　

織
田
信
長
公
の
生
母
土
田
御
前
の
出
生
地
な

ど
、
歴
史
的
に
も
愛
知
・
尾
張
と
の
縁
が
深
い

地
域
で
す
。
ち
な
み
に
、
信
長
公
正
室
濃
姫
の

生
母
も
可
児
の
出
身
で
す
。
日
本
書
紀
に
は
、

景
行
天
皇
が
、
美
女
の
噂
を
聞
き
つ
け
、
京
の

都
か
ら
は
る
ば
る
可
児
ま
で
や
っ
て
き
て
、
后

を
娶め
と

っ
た
と
い
う
物
語
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
舞

台
と
な
っ
た
史
跡
も
あ
り
、
可
児
は
昔
か
ら
女

性
が
活
躍
し
て
く
れ
た
こ
と
を
物
語
り
ま
す
。

　

可
児
町
が
誕
生
し
た
昭
和
30
年
に
は
、
３
万

人
に
満
た
な
い
人
口
で
し
た
が
、
昭
和
40
年
代

の
団
地
開
発
ブ
ー
ム
到
来
で
、
名
古
屋
市
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
が
急
増
。
そ
し
て
、
人

口
急
増
期
を
支
え
た
丘
陵
地
の
団
地
に
お
住
ま

い
の
市
民
が
、
一
斉
に
高
齢
化
を
迎
え
、
高
齢

化
率
40
％
を
超
え
る
団
地
が
出
始
め
ま
し
た
。

高
齢
者
と
い
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
元
気
。
知
恵
が

あ
り
、
経
験
が
あ
り
、
時
間
が
あ
る
、
こ
ん
な

ま
た
と
な
い
人
財
に
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
可

児
市
を
支
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
何
よ
り
も
さ

ま
ざ
ま
な
人
生
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
て
、
こ
れ
か

ら
は
、
楽
し
い
人
生
を
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
。

と
い
う
こ
と
で
、「
１
・
２
・
３
・
４
で
、
健
康
づ

く
り
」と
い
う
市
民
運
動
を
展
開
中
で
す
。

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

　

１
は
、「
年
１
回
の
定
期
的
な
健（
検
）診
」

　

定
期
的
な
健
（
検
）
診
で
、
自
分
の
健
康
状
態

を
知
り
、
早
め
の
治
療
や
、
生
活
習
慣
の
見
直

し
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

　

２
は
、「
週
２
回
１
回
30
分
歩
く
」

　

気
軽
に
、
無
理
せ
ず
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ（
運
動
）

を
続
け
、
病
気
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

３
は
、「
毎
日
３
度
の
食
事
」

　

１
日
３
食
、
規
則
正
し
い
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
で
、
し
っ
か
り
身
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

４
は
、「
４し

ゃ（
社
）会
参
加
を
積
極
的
に
」

　

社
会
と
の
つ
な
が
り
、
社
会
的
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
で
、
生
き
が
い
と
介
護
予
防
を
。

　

２
の
「
週
２
回
１
回
30
分
歩
く
」
は
、
平
成

23
年
10
月
か
ら
「
歩
こ
う
可
児
３
０
２
」
と
し

て
展
開
し
ま
し
た
。
現
在
、
市
で
把
握
し
て

い
る
３
０
２
推
進
団
体
は
９
団
体
と
な
っ
て

い
ま
す
。
歩
く
こ
と
に
不
安
が
あ
る
方
や
、
反

対
に
、
よ
り
負
荷
を
か
け
て
歩
き
た
い
方
の

た
め
に
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
普

及
啓
発
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
病
院

主
催
の
糖
尿
病
教
室
で
も
、
歩
こ
う
可
児

３
０
２
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
30
分
以
上
の
運

動
を
週
２
回
以
上
続
け
て
い
る
人
の
割
合
は
、

平
成
24
年
度
の
29
・
９
％
か
ら
平
成
29
年
度
に

は
38
・
０
％
と
増
加
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

で
す
ね
。

高齢者サロンでの懇談会（右端が筆者）

里山を歩く「歩こう可児302」の皆さん
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“安心”から“元気”へ、
そして“楽しい”まちへ

可
か に

児市長（岐阜県）　冨
と み だ し げ き

田成輝
Shigeki Tomida



率
先
垂
範

　

こ
の
市
民
運
動
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
勧
め

る
に
は
、
ま
ず
私
自
身
が
健
康
で
な
い
と
、
説

得
力
に
欠
け
ま
す
。
元
来
、
運
動
が
好
き
な
私

で
す
。
市
長
就
任
以
来
怠
け
て
い
ま
し
た
が
、
一

念
発
起
、
運
動
を
再
開
し
ま
し
た
。
幸
い
、
自

宅
の
近
く
に
は
、
木
曽
川
が
流
れ
て
お
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
荒
れ
放
題
だ
っ
た

竹
林
を
整
備
し
て
、
竹
の
チ
ッ
プ
を
敷
き
詰
め

た
素
敵
な
散
歩
道
を
作
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
歌

川
広
重
の
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
景
色
を
、
彷ほ
う
ふ
つ彿

と
さ
せ
て
く
れ
る
散
歩
道
で
す
。
悪
天
候
に
備

え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
も
入
会
し
ま
し
た
。

選
挙
で
張
り
切
り
す
ぎ
て
、
半
月
板
を
痛
め
、
歩

行
や
正
座
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
も
、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
教
え
て
も
ら
っ
た
、
筋
ト
レ
で
復

活
し
ま
し
た
。
五
十
肩
に
な
り
か
け
た
と
き
も
、

ス
ト
レ
ッ
チ
で
克
服
と
、
余
禄
も
あ
り
ま
し
た
。

公
務
や
私
用
の
合
間
を
縫
っ
て
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や

筋
ト
レ
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
22
・
６
、

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Alc
５
・
３
％
、
中
性
脂
肪
58
㎎
／

dl
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
85
㎎
／
dl
、
Ｌ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
96
㎎
／
dl
、
γ-

Ｇ
Ｔ
Ｐ

45 

IU
／
l
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
０
・
95
㎎
／
dl
な
ど
、

人
間
ド
ッ
ク
測
定
数
値
は
、
こ
こ
数
年
Ａ
判
定

が
続
い
て
い
ま
す
。
外
食
が
多
い
上
に
酒
好
き

な
私
と
し
て
は
、
引
き
続
き
お
付
き
合
い
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
隙
間
を
縫
っ
て
、
率
先
垂
範

を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
と
健
康
の
共
生
拠
点

　

可
児
と
い
う
地
名
の
由
来
を
よ
く
聞
か
れ
ま

す
。
カ
ニ
と
い
う
地
名
が
、
１
３
０
０
年
以
上

前
の
飛
鳥
村
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
木
簡
に
記
さ

れ
て
い
る
ぐ
ら
い
古
い
話
な
の
で
、
諸
説
紛
々
。

説
明
が
面
倒
な
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
可
能

性
あ
ふ
れ
る
児
の
育
つ
ま
ち
」
と
い
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
平
成
20
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
が
減

少
し
始
め
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
か
ら
微
増
に

転
じ
ま
し
た
。
平
成
27
年
の
国
勢
調
査
で
は
、

調
査
史
上
最
高
の
人
口
を
記
録
し
ま
し
た
。
可

児
市
は
、
製
造
品
出
荷
額
等
が
岐
阜
県
下
３
位

と
い
う
製
造
業
が
主
力
産
業
の
市
で
す
。
人
口

が
増
え
て
い
る
原
因
の
主
は
、
新
規
企
業
の
立

地
や
既
存
企
業
の
拡
張
で
、
外
国
人
を
含
め
若

い
働
く
世
代
が
、
市
街
地
に
移
り
住
ん
で
き
て

い
る
こ
と
で
す
。
市
街
地
の
学
校
は
、
中
学
校

生
徒
数
が
県
内
１
位
と
３
位
、
小
学
校
児
童
数

が
県
内
２
位
と
４
位
と
い
う
マ
ン
モ
ス
校
で
、

教
室
の
増
築
が
必
要
で
す
。
保
育
園
も
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
も
、
待
機
解
消
に
向
け
た
努
力
を

続
け
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
可
児
の
名
に
恥
じ

な
い
子
育
て
環
境
の
整
備
も
重
点
事
項
で
す
。

障
が
い
の
あ
る
子
や
外
国
籍
の
子
も
含
め
た
子

育
て
と
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る

施
設「
子
育
て
健
康
プ
ラ
ザ
」が
、
今
年
春
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
が
元
気
に
、

楽
し
く
共
生
す
る
可
児
市
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

木曽川左岸の竹林を抜ける散歩道

市民の皆さんとスタートを待つ筆者（中央）
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